
3編｜1章 宇宙の構造と進化

5節 	地球の特徴		

　地球において水はありふれた物質である。しかし，太陽系を
見渡すと地球の海のように，地表にまとまった液体の水が存在
する惑星は存在しない。物質は通常，気体，液体，固体の3つ
の状態をとるが，地球のように地表に液体の水をもつためには，
惑星としてさまざまな条件を備えている必要がある。

A 	かけがえのない地球	 ハビタブルゾーン habitable zone

　これまで学んだように，太陽系には千
せん

差
さ

万
ばん

別
べつ

な世界が広がっている。そ

のなかで私たちの地球は，生命を育んでくれる「母」なる惑星である。では，

なぜ，地球で生命が生まれ，そして繁
はん

栄
えい

できたのであろうか。

生命が誕生し，繁栄するためには惑星として
どのような要素が必要なのだろうか

　私たちの日々の生活を考えても，また，細
さい

胞
ぼう

1つに注目しても，生命

活動には多様な要素が挙げられることに疑問の余地はない。しかし，その

なかでも特に水（海）の存在は地球だけでなく，ほかの星で生命を考えると

きに非常に重要な要素として挙げることができるだろう。

　水は，体内で必要な物質や老
ろう

廃
はい

物
ぶつ

となった物質を運んだり，化学変化を

進みやすくさせることで，エネルギーをつくり出すなど，生命現象を営む

なかで必要不可欠なものである。

　水は地球誕生のときに集積してきた微
び

惑
わく

星
せい

に含まれていた。しかし，最

初は地球が非常に高温だったために，水は蒸発して水蒸気として存在して

いた。そして，地球が冷えるにつれて，水蒸気は

雨となって地表に降り注ぎ，海となったのである。

このようにしてできた海は，現在まで存在し続け

ることができたが，それにはさらに理由がある。

　第 1の理由は，地球が太陽からほどよい一定

の距離に生まれたということである。熱過ぎるこ

ともなければ冷た過ぎることもなく，ちょうどそ

の表面に水が液体として存在できるのである。こ

のような距離にある領域をハビタブルゾーン（図
17）という。したがって，太陽系外の惑星系を考

Let ’s  Star t!

▲図 17　ハビタブルゾーン

ハビタブルゾーン

水は，私たちにとって身近な
物質だけど，他の物質と比べ
るとどんな特徴があるのかな
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C 	接触変成作用	 ホルンフェルス hornfels

　高温のマグマが貫
かん

入
にゅう

す
❶
ると，周囲の岩石は強く熱せられ，幅

はば

数 mから

数 kmの範囲で変成岩が形成される（図 23）。このようにマグマの熱で比
ひ

較
かく

的
てき

狭
せま

い範囲で起こる変成作用を接
せっ

触
しょく

変
へん

成
せい

作
さ

用
よう

という。接触変成作用に

よってできる方向性のない緻
ち

密
みつ

で硬い岩石をホルンフェルスという。ホル
ンフェルスは，泥岩起源の変成岩に対して用いられることが多い。細

さい

粒
りゅう

の

鉱物の中に，後からできた大型の鉱物が散在していることもある。石
せっ

灰
かい

岩
がん

が高温の変成作用を受けると，おもに粗粒な方
ほう

解
かい

石
せき

の集合体である結
けっ

晶
しょう

質
しつ

石
せっ

灰
かい

岩
がん

（大理石）になる。ホルンフェルスと同じく，方向性をもたず緻密で

硬い。

❶　マグマが地下深部から上昇
してくることを貫入という。

▲図 23　花こう岩の熱で生じた
接触変成岩　
貫入したマグマが冷えて固結し，
侵食が進み地表に露出した花こう
岩体。そのまわりに黒雲母などの
変成鉱物を含む変成岩が分布する。

▲図 24　さまざまな変成岩とその顕微鏡写真

花こう岩

接触変成岩

周囲の地層

鉱物が示す変成作用の温度と圧力地学
への

　Al2SiO5という組成の鉱物には，原子の配列が違う紅
こう
柱
ちゅう
石
せき
，らん晶

しょう
石
せき
，け

い線
せん
石
せき
の 3つがある。このように同じ化学式をもち結

けっ
晶
しょう
構造の違う鉱物ど

うしの関係を多形という。互いの関係を右の図で示す。紅柱石が含まれてい
れば低温低圧，けい線石が含まれていれば 500 ℃より高温，らん晶石が見つ
かるのは低温高圧の条件でできた変成岩と考えられる。また，ひすい輝

き
石
せき
が

石英とともに安定に存在するためには，高い圧力が必要であることがわかる。
最も硬い鉱物であるダイヤモンドと，鉛筆の芯の材料である石

せき
墨
ぼく
も多形の関

係にあり，ダイヤモンドは，ひすい輝石よりさらに高い圧力のもとでつくら
れたと考えられる。このような関係を用いれば，鉱物が結晶する温度や圧力
の範囲は決まっているので，変成岩中に存在する鉱物の種類で生成時の温度
や圧力を推定することができる場合がある。
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▲図　変成作用の温度と圧力
圧力は地表からの深さにほぼ比例し
て大きくなる。
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地下深くは温度が高いけれ
ど，そこはどこでもホルン
フェルスができるの？
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地質構造の規模

断層には，さらに大規模なものがあり，形

成場所や時代の全く異なる地層群どうしの境

界となったり，地下深くから変成岩類を地表

にもたらして日本列島規模での地質境界とな

ったりしているものもある（図 B）。これら

のなかでも特に巨大なものは構造線とも呼ば

れる。

大規模な地質構造
地質構造には，4節の E項で学んだような

構造の規模（露
ろ
頭
とう
規模）より大きく，地形図

上に地質の分布や構造を示した地質図や地質

断面図（図 A）の規模で表されるものもある。

この規模の地質構造は，地域の自然の土台で

ある地質と地形を支配している。
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（船底状に湾曲している。破線部
分は新しい堆積物で覆われている
ため推定位置を表す）
地質図で色分けして表される地層
や岩体の単位：砂岩や泥岩という
ような一枚一枚の地層ではなく，
同じような堆積環境で連続してで
きた地層や同じ条件でできた岩体
を，大きくまとめた単位で表現する。
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ように傾斜しているこ
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日本の自然の恵みと防災章1
1節 	日本の自然環境の特徴		

　日本列島にはさまざまな自然環境があるため，季節を楽
しむことも，暑さ・寒さを和

やわ
らげる場所へ旅行することも

できる。
　日本列島の地形や気候などの自然環境にはどのような特

とく

徴
ちょう
があるだろう。また，自分の住んでいる地域にはどのよ

うな特徴があるだろう。

A 	日本の地理的特徴	 地理 geography

　日本列島は大陸の東側に位置し，北海道，本州，四国，九州の主要な島

に南
みなみ

千
ち

島
しま

（北方領土）や南
なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

などの島々が連なり，全体として北東から

南西方向に約 3500 kmにわたって弧
こ

状
じょう

に連なっている。また，伊
い

豆
ず

諸
しょ

島
とう

から小
お

笠
がさ

原
わら

諸
しょ

島
とう

にかけて南東方向にも 1000 kmを超
こ

す島々の連なりがあ

る。このように国土が南北に長いことから，冷帯から亜
あ

熱
ねっ

帯
たい

までの多様な

気候区分が広がっている。さらに，海
かい

抜
ばつ

0 mの低地から標高 3000 mを超

す山地まであることから垂直方向の温度変化も大きく，日本アルプスの一

部には氷河も分布している（図 1）。

B 	日本の地形	 地形 landform

　プレートの収束境界に位置する日本列島は，プ

レートの沈
しず

み込みによる地層（付
ふ

加
か

体
たい

）の形成やマグ

マの活動によってつくられた陸地である。日本の国

土の 7割以上を山地が占
し

めるが，これはプレート

どうしの衝
しょう

突
とつ

により土地の隆
りゅう

起
き

が活発なためで，年

間の隆起量が数 mmに達する場所も存在する。こ

のため日本の平野は狭
せま

く，河
か

川
せん

の勾
こう

配
ばい

の平均が極め

て急であることが特徴である（図 2）。

多様な気候区分をもつ日本は，地域によって年間の
降水量と気温の変化にどのような特徴があるのだろうか

Let ’s  Star t!

▲図 1　2012年，立山連峰に 3
つの氷河が現存していることが，
日本で初めて確認された。

▲図 2　日本と世界のおもな河川の勾配の比較
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日本の自然の恵みと防災章1
1節 	日本の自然環境の特徴		

　日本列島にはさまざまな自然環境があるため，季節を楽
しむことも，暑さ・寒さを和

やわ
らげる場所へ旅行することも

できる。
　日本列島の地形や気候などの自然環境にはどのような特

とく

徴
ちょう
があるだろう。また，自分の住んでいる地域にはどのよ

うな特徴があるだろう。

A 	日本の地理的特徴	 地理 geography

　日本列島は大陸の東側に位置し，北海道，本州，四国，九州の主要な島

に南
みなみ

千
ち

島
しま

（北方領土）や南
なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

などの島々が連なり，全体として北東から

南西方向に約 3500 kmにわたって弧
こ

状
じょう

に連なっている。また，伊
い

豆
ず

諸
しょ

島
とう

から小
お

笠
がさ

原
わら

諸
しょ

島
とう

にかけて南東方向にも 1000 kmを超
こ

す島々の連なりがあ

る。このように国土が南北に長いことから，冷帯から亜
あ

熱
ねっ

帯
たい

までの多様な

気候区分が広がっている。さらに，海
かい

抜
ばつ

0 mの低地から標高 3000 mを超

す山地まであることから垂直方向の温度変化も大きく，日本アルプスの一

部には氷河も分布している（図 1）。

B 	日本の地形	 地形 landform

　プレートの収束境界に位置する日本列島は，プ

レートの沈
しず

み込みによる地層（付
ふ

加
か

体
たい

）の形成やマグ

マの活動によってつくられた陸地である。日本の国

土の 7割以上を山地が占
し

めるが，これはプレート

どうしの衝
しょう

突
とつ

により土地の隆
りゅう

起
き

が活発なためで，年

間の隆起量が数 mmに達する場所も存在する。こ

のため日本の平野は狭
せま

く，河
か

川
せん

の勾
こう

配
ばい

の平均が極め

て急であることが特徴である（図 2）。

多様な気候区分をもつ日本は，地域によって年間の
降水量と気温の変化にどのような特徴があるのだろうか

Let ’s  Star t!

▲図 1　2012年，立山連峰に 3
つの氷河が現存していることが，
日本で初めて確認された。

▲図 2　日本と世界のおもな河川の勾配の比較
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B 	日本の四季と気象災害	 四季 the four seasons

　日本では，一年中いろいろな気象災害が起こる。これは，季節変化がはっ

きりしていること，日本列島が南北に長く地方によって季節の様相や現象

の強さがかなり違うこと，人口密度が高いことなどと関係している。一般

には，台風が頻
ひん

繁
ぱん

に襲
しゅう

来
らい

する地方は台風災害が多く，雪の多い地方では雪

害が多い。しかし雪の少ない地域では，多い地域に比べて防災対策が進ん

でいないため，少しの降雪でも災害が発生するなど，地域差の原因は複雑

である。

●冬　西高東低型の気圧配置になると，北日本では暴風による災害，日本
海側では，大雪による災害が発生し，太平洋側では，乾いた強い風によっ

て火災が大火になりやすくなる。また，太平洋側では，冬の終わりに低気

圧が本州の南岸を進む際，大雪による災害が発生することがある。

●春　低気圧が発達すると，全国的に陸上では暴風や雪
な だ れ

崩，海上では暴風

と波
は

浪
ろう

による災害が発生する。雲と風のない夜間に放
ほう

射
しゃ

冷
れい

却
きゃく

が強まると，

農作物に遅
おそ

霜
じも

の被害が発生する。黄
こう

砂
さ

などで視界が極
きょく

端
たん

に悪くなると，交

通障害も発生する。

●梅雨　梅
つ ゆ

雨により気温の低い日が多いと，植物の生育が遅れる被害が発

生する。集中豪雨が起こると，河
か

川
せん

の氾
はん

濫
らん

による水害や，斜
しゃ

面
めん

崩
ほう

壊
かい

（崖
がけ

崩
くず

れ），

地すべり，土
ど

石
せき

流
りゅう

などが発生する。雨がほとんど降らない空
から

梅
つ

雨
ゆ

の場合は，

農業では水不足から干ばつによる災害が発生する。

●夏　蒸し暑い日が続くと熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

による死亡などの暑さによる災害，曇
くも

り

や雨の日が多い場合は，冷夏による災害（冷害）が発生する。積乱雲が発達

すると雷や豪雨による災害が発生し，台風が接近・上陸すると暴風や洪
こう

水
ずい

などによる災害が発生する。また，台風による気圧の変化と，風により海

水が海岸付近に吹き寄せられることで高潮が起こる。特に満潮と重なる際

には，浸水などで大きな災害となることがある。

●秋　秋
あき

雨
さめ

前
ぜん

線
せん

により，梅
ばい

雨
う

前
ぜん

線
せん

のときのような大雨や集中豪雨が起こる。

また，台風が接近・上陸すると暴風や高潮，波浪，洪水などによる災害が

発生する。放射冷却が強まると植物に早
はや

霜
じも

の被害が発生する。

春一番
　春になると日本の南岸を
通過していた低気圧は日本
海を進むようになる。前線
をはさむ寒気と暖気の気温
差が大きいので低気圧が発
達する。春一番は，立春後
最初の南寄りの強風のこと
である。

▼表２　日最高気温と日最低気温の観測史上の順位
最高気温の高い方から 最低気温の低い方から

順位 都道府県 観測所
観測値

順位 都道府県 観測所
観測値

℃ 起日 ℃ 起日

1 埼玉県 熊谷 41.1 2018年 7月 23日 1 北海道 旭川 － 41.0 1902年 1月 25日

2 岐阜県 美濃 41.0 2018年 8月 8日 2 北海道 帯広 － 38.2 1902年 1月 26日

〃 岐阜県 金山 41.0 2018年 8月 6日 3 北海道 江丹別 － 38.1 1978年 2月 17日

〃 高知県 江川崎 41.0 2013年 8月 12日 4 静岡県 富士山 － 38.0 1981年 2月 27日

5 岐阜県 多治見 40.9 2007年 8月 16日 5 北海道 歌登 － 37.9 1978年 2月 17日

▲図 18　冬の天気図
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▲図 20　秋の天気図
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▲図 21　梅雨末期の天気図
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B 	日本の四季と気象災害	 四季 the four seasons

　日本では，一年中いろいろな気象災害が起こる。これは，季節変化がはっ

きりしていること，日本列島が南北に長く地方によって季節の様相や現象

の強さがかなり違うこと，人口密度が高いことなどと関係している。一般

には，台風が頻
ひん

繁
ぱん

に襲
しゅう

来
らい

する地方は台風災害が多く，雪の多い地方では雪

害が多い。しかし雪の少ない地域では，多い地域に比べて防災対策が進ん

でいないため，少しの降雪でも災害が発生するなど，地域差の原因は複雑

である。

●冬　西高東低型の気圧配置になると，北日本では暴風による災害，日本
海側では，大雪による災害が発生し，太平洋側では，乾いた強い風によっ

て火災が大火になりやすくなる。また，太平洋側では，冬の終わりに低気

圧が本州の南岸を進む際，大雪による災害が発生することがある。

●春　低気圧が発達すると，全国的に陸上では暴風や雪
な だ れ

崩，海上では暴風

と波
は

浪
ろう

による災害が発生する。雲と風のない夜間に放
ほう

射
しゃ

冷
れい

却
きゃく

が強まると，

農作物に遅
おそ

霜
じも

の被害が発生する。黄
こう

砂
さ

などで視界が極
きょく

端
たん

に悪くなると，交

通障害も発生する。

●梅雨　梅
つ ゆ

雨により気温の低い日が多いと，植物の生育が遅れる被害が発

生する。集中豪雨が起こると，河
か

川
せん

の氾
はん

濫
らん

による水害や，斜
しゃ

面
めん

崩
ほう

壊
かい

（崖
がけ

崩
くず

れ），

地すべり，土
ど

石
せき

流
りゅう

などが発生する。雨がほとんど降らない空
から

梅
つ

雨
ゆ

の場合は，

農業では水不足から干ばつによる災害が発生する。

●夏　蒸し暑い日が続くと熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

による死亡などの暑さによる災害，曇
くも

り

や雨の日が多い場合は，冷夏による災害（冷害）が発生する。積乱雲が発達

すると雷や豪雨による災害が発生し，台風が接近・上陸すると暴風や洪
こう

水
ずい

などによる災害が発生する。また，台風による気圧の変化と，風により海

水が海岸付近に吹き寄せられることで高潮が起こる。特に満潮と重なる際

には，浸水などで大きな災害となることがある。

●秋　秋
あき

雨
さめ

前
ぜん

線
せん

により，梅
ばい

雨
う

前
ぜん

線
せん

のときのような大雨や集中豪雨が起こる。

また，台風が接近・上陸すると暴風や高潮，波浪，洪水などによる災害が

発生する。放射冷却が強まると植物に早
はや

霜
じも

の被害が発生する。

春一番
　春になると日本の南岸を
通過していた低気圧は日本
海を進むようになる。前線
をはさむ寒気と暖気の気温
差が大きいので低気圧が発
達する。春一番は，立春後
最初の南寄りの強風のこと
である。

▼表２　日最高気温と日最低気温の観測史上の順位
最高気温の高い方から 最低気温の低い方から

順位 都道府県 観測所
観測値

順位 都道府県 観測所
観測値

℃ 起日 ℃ 起日

1 静岡県 浜松 41.1 2020年 8月 17日 1 北海道 旭川 － 41.0 1902年 1月 25日

〃 埼玉県 熊谷 41.1 2018年 7月 23日 2 北海道 帯広 － 38.2 1902年 1月 26日

3 岐阜県 美濃 41.0 2018年 8月 8日 3 北海道 江丹別 － 38.1 1978年 2月 17日

〃 岐阜県 金山 41.0 2018年 8月 6日 4 静岡県 富士山 － 38.0 1981年 2月 27日

〃 高知県 江川崎 41.0 2013年 8月 12日 5 北海道 歌登 － 37.9 1978年 2月 17日

▲図 18　冬の天気図
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▲図 20　秋の天気図
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▲図 21　梅雨末期の天気図
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●ジオパーク　近年，景観を含む地球科学的にみて重
要な自然を，“ジオパーク”として認定する動きが活

発である。ジオパークは「大地の公園」を意味し，大地

の成り立ち，動植物や生態系のしくみ，地域の魅力を

知り，保護や観光に活かす活動を行っている。2021

年 9月現在，世界ジオパークに「洞
とう

爺
や

湖
こ

有
う

珠
す

山
ざん

」など 9

地域が，日本ジオパークに 43地域が認定されている。

後見返し②のちょこラボ 7で，ジオパークについて

調べてみよう。

B 	火山の恵み	 温泉 hot spring

●火山の恵み　火山の恵みは，温泉，ふもとでの湧
ゆう

水
すい

や地下水，金属資源，地熱発電などさまざまであり，

火山の美しい景観も，観光資源として重要である。

　温泉は，地下深部にある高温のマグマによる熱で地

下水が温められて生じるため，火山地帯には有名な温

泉地が多く存在する。

●物質としての恵み　金，銀，銅などの金属鉱
こう

床
しょう

は，

マグマのはたらきによってできるものが多い。日本周

辺の海底には，マグマによって熱せられた高温の熱水

（圧力が高いので数百℃に達する）が，海底の割れ目を

通して周囲の岩石から金属元素を溶
と

かし込みながら噴
ふん

出
しゅつ

している場所が数多くある。噴出した熱水が海水に

よって冷やされる過程で，含まれている金属などが特

定の場所に沈
ちん

殿
でん

する。そのような金属鉱床を熱
ねっ

水
すい

鉱
こう

床
しょう

という。南
なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

付近や伊
い

豆
ず

諸
しょ

島
とう

・小
お

笠
がさ

原
わら

諸
しょ

島
とう

付近の

海底には，金，銀，銅，鉛
なまり

，亜
あ

鉛
えん

などを産出する熱水

鉱床が確認されており，世界的にも浅い水深に分布し

ているため，開発に有利であるとされている（図 11）。

●地熱発電　地熱発電は，地下のマグマや高温の火成
岩体の熱を利用して，その熱で発生した蒸気を用いて

発電を行う。地下水が豊富にない場合は，岩体に亀
き

裂
れつ

をつくりそこに水を注入して蒸気を取り出す技術開発

も行われている。利用に際して燃
ねん

焼
しょう

を伴
ともな

わないため，

環境への影
えい

響
きょう

が少ない貴重なエネルギー資源である

（図 12）。
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▲図 10　温泉の分布

▲図 11　熱水鉱床
南西諸島付近の海底の熱水噴出孔。

▲図 12　地熱発電所（大分県九
ここの

重
え

町
まち

八
はっ

丁
ちょう

原
ばる

）
総出力 11万 kWの日本最大級の地熱発電所。

山地や海岸の地形　季節による景観の変化　海食崖　火山との共生　温泉　熱水鉱床　地熱発電

日本の美しい自然景
観と自然からの恵み
とは，どのような関
係があるのだろう
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別紙参照 別紙参照（ジオパークの数の変更に伴い地図を更新
しています。）
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京都府・兵庫県・鳥取県
島根県
山口県
山口県
高知県
愛媛県
大分県
大分県
長崎県
熊本県
宮崎県・鹿児島県
鹿児島県
鹿児島県
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  お　き
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し ん じ こ なかうみ

あきよしだい

むろ と

せい よ

ひめしま

しまばら

 あ　そ

きりしま

さくらじま きんこうわん

き　かい

ぶん ご  おお の

はくさん て  どりがわ

なん  き くま の

きょうりゅうけいこく かつやま

名称
白滝
三笠
とかち鹿追
洞爺湖有珠山★

アポイ岳★

下北
八峰白神
男鹿半島・大潟
三陸
鳥海山・飛島
ゆざわ
栗駒山麓
磐梯山
佐渡
苗場山麓
浅間山北麓
下仁田
筑波山地域
秩父
銚子
箱根
伊豆半島★

伊豆大島
糸魚川★

都道府県
北海道
北海道
北海道
北海道
北海道
青森県
秋田県・青森県
秋田県
青森県・岩手県・宮城県
秋田県・山形県
秋田県
宮城県・岩手県・秋田県
福島県
新潟県
新潟県・長野県
群馬県
群馬県
茨城県
埼玉県
千葉県
神奈川県
静岡県
東京都
新潟県
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さんりく

ばんだいさん

くりこまさんろく

さ　ど
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しも  に   た

ちち ぶ

ちょう  し
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おおしま
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　ジオパークは，地球科学的に重要な自然遺産を含
む自然に親しむための公園です。
　ジオパークでは，自然遺産と文化遺産を結び付け
て保全・教育を行いながら，ジオツーリズムを利用
した地域の経済発展を目指しています。日本には，
2021年9月現在，43の「日本ジオパーク」があり，
そのうち9つは，世界ジオパークに認定されています
（表の★で表示）。これらのジオパークの中から，いく
つか場所を決めて，自然遺産や文化遺産など，その
ジオパークの特徴を調べてみよう。

ジオパーク
（大地の公園）を調べよう

大地の
公　園
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名称
立山黒部
白山手取川
恐竜渓谷ふくい勝山
南アルプス
南紀熊野
隠岐★

山陰海岸★

島根半島・宍道湖中海
Mine秋吉台
萩
室戸★

四国西予
おおいた姫島
おおいた豊後大野
島原半島★

阿蘇★

霧島
桜島・錦江湾
三島村・鬼界カルデラ

都道府県
富山県
石川県
福井県
長野県
和歌山県
島根県
京都府・兵庫県・鳥取県
島根県
山口県
山口県
高知県
愛媛県
大分県
大分県
長崎県
熊本県
宮崎県・鹿児島県
鹿児島県
鹿児島県
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き　かい

ぶん ご  おお の

はくさん て  どりがわ

なん  き くま の

きょうりゅうけいこく かつやま

名称
白滝
三笠
とかち鹿追
洞爺湖有珠山★

アポイ岳★

下北
八峰白神
男鹿半島・大潟
三陸
鳥海山・飛島
ゆざわ
栗駒山麓
磐梯山
佐渡
苗場山麓
浅間山北麓
下仁田
筑波山地域
秩父
銚子
箱根
伊豆半島★

伊豆大島
糸魚川★

都道府県
北海道
北海道
北海道
北海道
北海道
青森県
秋田県・青森県
秋田県
青森県・岩手県・宮城県
秋田県・山形県
秋田県
宮城県・岩手県・秋田県
福島県
新潟県
新潟県・長野県
群馬県
群馬県
茨城県
埼玉県
千葉県
神奈川県
静岡県
東京都
新潟県
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　ジオパークは，地球科学的に重要な自然遺産を含
む自然に親しむための公園です。
　ジオパークでは，自然遺産と文化遺産を結び付け
て保全・教育を行いながら，ジオツーリズムを利用
した地域の経済発展を目指しています。日本には，
2021年9月現在，43の「日本ジオパーク」があり，
そのうち9つは，世界ジオパークに認定されています
（表の★で表示）。これらのジオパークの中から，いく
つか場所を決めて，自然遺産や文化遺産など，その
ジオパークの特徴を調べてみよう。

ジオパーク
（大地の公園）を調べよう

大地の
公　園
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② - ③　　訂正文
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　ジオパークは，地球科学的に重要な自然遺産を含
む自然に親しむための公園です。
　ジオパークでは，自然遺産と文化遺産を結び付け
て保全・教育を行いながら，ジオツーリズムを利用
した地域の経済発展を目指しています。日本には，
2022年5月現在，46の「日本ジオパーク」があり，
そのうち9つは，世界ジオパークに認定されています
（表の★で表示）。これらのジオパークの中から，いく
つか場所を決めて，自然遺産や文化遺産など，その
ジオパークの特徴を調べてみよう。

ジオパーク
（大地の公園）を調べよう

大地の
公　園

7

名称
立山黒部
白山手取川

恐竜渓谷ふくい勝山
南アルプス
南紀熊野
隠岐★

山陰海岸★

島根半島・宍道湖中海
Mine秋吉台
萩
室戸★

土佐清水
四国西予
おおいた姫島
おおいた豊後大野
島原半島★

五島列島
阿蘇★

霧島
桜島・錦江湾
三島村・鬼界カルデラ

都道府県
富山県
石川県
福井県
長野県
和歌山県
島根県
京都府・兵庫県・鳥取県
島根県
山口県
山口県
高知県

高知県
愛媛県
大分県
大分県
長崎県
長崎県
熊本県
宮崎県・鹿児島県
鹿児島県
鹿児島県
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たてやまくろ べ
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さんいん

し ん じ こ なかうみ

あきよしだい
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なん  き くま の

きょうりゅうけいこく かつやま

名称

白滝
三笠
十勝岳
とかち鹿追
洞爺湖有珠山★

アポイ岳★

下北

八峰白神
男鹿半島・大潟
三陸
鳥海山・飛島
ゆざわ
栗駒山麓
磐梯山
佐渡
苗場山麓
浅間山北麓
下仁田
筑波山地域
秩父
銚子
箱根
伊豆半島★

伊豆大島
糸魚川★

都道府県

北海道
北海道
北海道
北海道
北海道
北海道
青森県
秋田県・青森県
秋田県
青森県・岩手県・宮城県
秋田県・山形県
秋田県
宮城県・岩手県・秋田県
福島県
新潟県
新潟県・長野県
群馬県
群馬県
茨城県
埼玉県
千葉県
神奈川県
静岡県
東京都
新潟県
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しらたき
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しかおい

とう や   こ   う   す ざん

はっぽうしらかみ
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さんりく

ばんだいさん

くりこまさんろく

さ　ど

なえ  ば さんろく

しも  に   た

ちち ぶ

ちょう  し

はこ ね

い  ず

おおしま

いと い  がわ
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